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桂小学校卒業式桂小学校卒業式

思い出を胸に思い出を胸に

（関連記事は裏表紙に記載）（関連記事は裏表紙に記載）



 

環
境
対
策
の
推
進

●
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
等
に

か
か
る
費
用
の
一
部
助
成
を
継
続
し

ま
す
。

●
県
委
嘱
の
不
法
投
棄
監
視
員
に
よ

る
監
視
強
化
と
あ
わ
せ
、
警
察
等
関

係
機
関
と
連
携
し
、
不
適
正
処
理
行

為
の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
本
年
度
か
ら
、
広
域
事
務
組
合
に

属
し
て
い
な
い
地
域
に
お
け
る
火
葬

料
等
の
区
域
外
使
用
料
負
担
を
是
正

し
、
火
葬
費
補
助
金
額
の
見
直
し
を

実
施
し
ま
す
。

 

道
路
交
通
体
系
の
整
備

●
国
道
１
２
３
号
バ
イ
パ
ス
や
旧
茨

城
鉄
道
軌
道
敷
跡
の
道
路
、
各
県
道

や
幹
線
町
道
な
ど
主
要
路
線
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
と
余
震
の
影
響
に

よ
る
道
路
の
路
面
陥
没
等
の
復
旧
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

●
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ふ
れ
あ
い
タ
ク

シ
ー
」
に
よ
り
、
高
齢
者
な
ど
交
通

弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
、
生
活
利

便
性
の
向
上
、
町
内
の
公
共
交
通
機

関
空
白
地
域
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

●
県
や
関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
町

外
へ
の
通
勤
通
学
、
通
院
等
の
交
通

手
段
で
あ
る
路
線
バ
ス
や
代
替
バ
ス

の
継
続
的
な
運
行
の
維
持
と
利
便
性

向
上
に
努
め
ま
す
。

 

上
・
下
水
道
の
整
備

●
水
道
水
の
安
心
、安
全
、安
定
し
た

給
水
が
で
き
る
よ
う
、石
綿
管
更
新
事

業
及
び
水
道
再
編
事
業
を
進
め
ま
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
に
つ
い
て
は
、
未
整
備
地
区

の
整
備
と
早
期
供
用
開
始
を
目
指
し

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
に
つ

い
て
は
、県
森
林
湖
沼
環
境
税
の
活
用

に
よ
る
高
度
処
理
型
浄
化
槽
設
置
及

び
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
補
助
事

業
と
併
せ
、
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

 

消
防
・
救
急
体
制
の
強
化
と
防
災
の

 

推
進

●
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
の
た

め
、
防
火
貯
水
槽
な
ど
消
防
施
設
の

整
備
を
推
進
す
る
一
方
、
消
防
団
組

織
に
つ
い
て
は
本
年
度
か
ら
支
団
制

消
防
団
か
ら
城
里
町
消
防
団
へ
と
組

織
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
災
害
時

の
初
動
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、

「
城
里
町
地
域
防
災
計
画
」に
浸
水
と

地
震
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
情
報
を
新
た
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、

災
害
時
の
避
難
経
路
等
を
明
ら
か
に

し
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
の
保

護
の
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
大
規
模

半
壊
以
下
と
判
定
さ
れ
た
住
宅
の
補

修
資
金
を
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
入

れ
た
場
合
に
利
子
の
一
部
を
補
給
す

る
制
度
を
新
た
に
設
け
、
町
民
の
負

担
軽
減
に
よ
る
速
や
か
な
復
興
を
支

援
し
ま
す
。

 

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
の
推
進

●
交
通
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
交
通
安
全
協
会
、
警
察
な
ど
関

係
機
関
や
団
体
と
連
携
を
図
り
、
子

ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
、
街

頭
で
の
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
を
通
し
て

交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

●
防
犯
連
絡
員
や
警
察
と
連
携
し
、

防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
行
い
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努

め
る
と
と
も
に
町
民
の
防
犯
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。

 

地
域
福
祉
の
充
実

●
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業
に
よ
り
高
齢
者
や
障
害
児
者

な
ど
が
暮
ら
す
世
帯
に
訪
問
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
家
事
援
助
等
を
展
開
し
、

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
体
制
の
構

築
を
図
り
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
の
充
実

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る「
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
」を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

●
中
学
校
終
了
前
ま
で
の
子
ど
も
に

国
の
施
策
に
基
づ
く
「
子
ど
も
の
た

め
の
手
当
」
を
支
給
し
、
健
や
か
な

育
ち
を
支
援
し
ま
す
。

●
多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

策「
す
こ
や
か
保
育
応
援
事
業
」に
基

づ
き
、
本
年
度
も
保
育
料
の
一
部
助

成
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
中
、
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

●
児
童
虐
待
防
止
対
策
緊
急
強
化
事

業
を
実
施
し
、
児
童
虐
待
防
止
に
努

め
ま
す
。

 

高
齢
者
福
祉
の
充
実

●
高
齢
者
が
、
自
ら
の
意
思
に
よ
り

自
立
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
介
護

サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
充
実
や
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

図
り
、
高
齢
者
の
就
労
の
場
の
拡
充

に
努
め
ま
す
。

 

障
害
者
福
祉
の
充
実

●
障
害
者
施
策
の
再
構
築
や
各
種
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
進
め
、
障
害
者

福
祉
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

 

保
健
・
医
療
の
充
実

●
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
対

2

心
や
す
ら
ぐ
自
然
環
境
の

な
か
で
　
安
全
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

1

と
も
に
支
え
あ
い
す
べ
て

の
人
が
　
元
気
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

2
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象
者
を
的
確
に
把
握
し
、
医
師
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
が
生
活
習

慣
改
善
の
保
健
指
導
を
行
い
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者

や
そ
の
予
備
群
を
計
画
的
に
減
ら
し

て
い
き
ま
す
。

●
県
が
行
う
医
療
福
祉
事
業
の
制
度

の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
町

単
独
事
業
で
あ
る
特
例
小
児
・
児
童

医
療
福
祉
費
支
給
制
度
に
よ
り
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
生
徒
を
対
象
に
し

た
医
療
費
の
助
成
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

●
国
保
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
近
隣

地
域
の
他
の
医
療
機
関
と
連
携
を
図

り
、
地
域
に
密
着
し
た
医
療
体
制
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

 

農
林
業
の
振
興

●
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取

り
組
み
、
青
年
給
付
金
を
活
用
し
た

新
規
就
農
者
の
確
保
、
農
地
集
積
に

よ
る
大
型
農
業
の
導
入
策
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

●
城
里
町
の
お
米
が
日
本
一
に
な
っ

た
こ
と
を
機
に
城
里
町
の
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
ま
す
。

●
買
物
弱
者
対
策
の
「
城
里
町
ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
地
元

産
品
等
を
最
大
限
活
用
し
、
販
路
拡

大
に
努
め
ま
す
。

●
東
日
本
大
震
災
や
そ
れ
に
伴
う
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
被
害
が

生
じ
た
農
産
物
や
農
業
施
設
等
に
つ

い
て
は
、
国
庫

補
助
事
業
等
を

活
用
し
、
農
地

・
農
業
施
設
の

早
期
復
旧
に
努

め
る
と
と
も
に
、

農
産
物
等
の
放

射
能
測
定
を
実

施
し
ま
す
。

●
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
に

つ
い
て
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
や
関

係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
随
時
対
策

を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

 
商
工
業
の
振
興

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を
活
用
し
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
雇
用
対
策
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
雇

用
の
場
の
確
保
や
、
町
の
活
性
化
を

図
る
た
め
優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め

ま
す
。

 

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

●
施
設
の
老
朽
化
等
や
震
災
の
影
響

に
よ
り
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」、「
う
ぐ
い
す
の
里
」、

「
山
び
こ
の
郷
」に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
に
よ
り
、
特
色
を
活
か
し
た

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
円
滑
な
運

営
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

よ
り「
や
ま
び
こ
の
郷
」の
宿
泊
を
廃

止
、
次
年
度「
う
ぐ
い
す
の
里
」の
宿

泊
を
廃
止
し
て
、
効
率
的
な
施
設
管

理
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
増
進
施
設「
ホ
ロ
ル
の
湯
」に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
適

正
な
管
理
運
営
に
努
め
、
町
内
居
住

者
に
対
す
る
半
額
利
用
券
の
特
典
や

送
迎
バ
ス
の
運
行
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。

●「
鶏
足
山
」へ
の
登
山
者
増
加
に
伴

い
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
を
整
備
し
、

登
山
者
の
利
便
を
図
り
ま
す
。

 

幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実

●
希
望
者
に
対
し
て
幼
稚
園
で
の
保

育
時
間
を
延
長
し
、
保
育
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
対
応
し
ま
す
。

●
引
き
続
き
、
各
学
校
等
で
の
放
射

線
量
測
定
を
週
２
回
行
い
、
結
果
を

公
表
し
ま
す
。

●
校
舎
等
の
改
修
工
事
や
屋
内
運
動

場
の
耐
震
補
強
工
事
に
よ
り
災
害
に

備
え
る
と
と
も
に
、
教
育
環
境
の
充

実
、
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

●
食
材
の
放
射
能
測
定
を
行
い
、
よ

り
安
全
安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
し

ま
す
。

 

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
県
央
地
域
の
に
ぎ
わ
い
や
交
流
の

創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、

「
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
」を
支
援
し

ま
す
。

●
町
内
の
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
、

船
上
研
修
や
北
海
道
の
雄
大
な
自
然

の
中
で
体
験
活
動
等
団
体
行
動
を
経

験
す
る「
ふ
れ
あ
い
の
船
事
業
」を
実

施
し
ま
す
。

 

人
権
尊
重
と
男
女
共
同
参
画
の
推
進

●
学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
お
い
て

人
権
教
育
に
取
り
組
み
、
人
権
問
題

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
人
権
意
識

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●「
第
２
次
城
里
町
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
」に
基
づ
き
男
女
平
等
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

 

行
財
政
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化

●
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
よ
り
職

員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
行
政
評
価
制
度
に
よ
り
事
務
事
業

の
必
要
性
や
有
効
性
を
見
直
し
、
改

善
を
進
め
ま
す
。

●
財
源
の
安
定
的
な
確
保
や
歳
出
の

削
減
合
理
化
に
よ
り
効
率
的
で
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

納
税
者
の
税
負
担
の
公
平
性
を
図
る

た
め
、
滞
納
整
理
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

3

次
世
代
を
担
う
豊
か
な
心

の
育
成
と 

歴
史
・
伝
統
を

大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

4

住
民
と
行
政
が

と
も
に
手
を
と
り
あ
う

開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

5

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か

し
た
　
魅
力
と
活
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

3

施政方針



平成24年度城里町予算内訳表

4

諸収入
使用料及び手数料
繰越金
分担金及び負担金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
財産収入�
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金�
国有提供施設等所在市町
村助成交付金
寄附金

2億8,020万9千円
1億1,464万9千円

8,000万円
7,935万5千円
5,066万4千円
2,396万7千円
1,056万6千円
617万6千円
476万8千円
364万6千円
321万1千円
80万9千円

63万1千円
20万1千円

3.1％
1.3％�
0.9％
0.9％
0.6％
0.3％
0.1％
0.1％
0.1％
－
－
－

－
－

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

国庫支出金
5億9,443万円

●

県支出金
4億9,133万円

●

繰入金
2億48万3千円

●

地方消費税交付金
1億5,974万5千円

●

地方譲与税 
1億5,311万7千円

●

消防費 4億2,458万8千円 (0.5％減)4.8％●

農林水産業費 4億3,302万1千円 (0.8％減)4.9％●

一般会計

歳出
88億9,000万円

地方交付税
40億1,000万円

(1.0％増)45.1％

●地方交付税
40億1,000万円

(1.0％増)45.1％

●
一般会計

歳入
88億9,000万円

88億9千万円

72億3,654万4千円

24億9,416万5千円

2億4,221万7千円

2億427万5千円

15億3,319万1千円

438万3千円

10億8,944万4千円

2億6,587万3千円

14億299万6千円

161億2,654万4千円

8.3%減�

1.5%増

5.7%増

6.2%減

1.1%減

5.9%増

5.7%増

4.0%減

55.3%減

24.8%増

4.1%減

国民健康保険特別会計 （事業勘定）

国民健康保険特別会計 （施設勘定）

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計 (保険事業勘定)

介護保険事業特別会計 (サービス事業勘定)

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

水道事業会計

一般会計合計

特別会計合計

会　　　計　　　名

合　　　　　　　計

平成24年度予算額 対前年度増減率

町税
19億363万8千円

(4.0％減)21.4％

●町税
19億363万8千円

(4.0％減)21.4％

●

町債
7億1,840万円

(29.0％減)8.1％

●町債
7億1,840万円

(29.0％減)8.1％

●

(26.8％減)6.7％

(4.7％増)5.5％

(50.4％減)2.3％

(3.9％減)1.8％

(0.3％増)1.7％

民生費
21億6,437万1千円

●

(3.3％減)24.3％

民生費
21億6,437万1千円

●

(3.3％減)24.3％

公債費
14億20万7千円
●

(2.1％減)15.7％

公債費
14億20万7千円
●

(2.1％減)15.7％

総務費
12億3,734万8千円

●

(4.2％減)13.9％

総務費
12億3,734万8千円

●

(4.2％減)13.9％

土木費
11億6,234万8千円

●

(49.5％増)13.1％

土木費
11億6,234万8千円

●

(49.5％増)13.1％

衛生費
7億3,560万7千円
●

(12.3％減)8.3％

衛生費
7億3,560万7千円
●

(12.3％減)8.3％

教育費
9億9,331万9千円
●

(48.6％減)11.2％

教育費
9億9,331万9千円
●

(48.6％減)11.2％

※（　）内の数値は対前年度比

1億5,807万2千円
1億2,581万7千円
2,339万7千円
2,190万3千円
1,000万円
2千円

商工費
議会費
災害復旧費
労働費
予備費
諸支出金

●
●
●
●
●
●

1.8％
1.4％
0.3％
0.2％
0.1％
－



下 水 道 課

広報広聴事業……395万9千円

広報紙等電子化事業……1,615万8千円

自治振興交付金交付事業……896万4千円

城里町長選挙執行事務……1,022万7千円

消防団員用雨合羽購入事業……329万2千円

消防事務委託負担金（水戸市）……3億4,187万4千円

防火水槽等修繕工事……298万5千円

消防車両搭載消火器更新……52万1千円

詰所及び車両表示変更事業……224万7千円

デマンド交通システム運行補助……1,800万円

廃止代替バス運行補助……360万円

路線バス運行補助……310万円

公会計システム事業……343万2千円

火葬場斎場委託（常陸大宮市・笠間市）……2,606万3千円

火葬費補助……673万円

社会福祉協議会運営事業補助……3,749万6千円

保育所、保育園運営事業……3億4,142万5千円

保健衛生総務事業……567万7千円

予防接種事業……3,597万6千円

医療福祉（マル福）事業……9,921万3千円

特例小児・児童医療費助成（マル特）事業……1,928万円

後期高齢者医療広域連合負担金……2億2,227万2千円

国民健康保険特別会計事業……24億9,416万5千円

緊急雇用創出事業……4,370万円

グリーンツーリズム事業委託……1,728万3千円

放射能汚染等検査委託……52万5千円

新規就農者支援対策事業……216万円

中山間地域等直接支払事業補助……191万1千円

農地・水・環境保全向上対策事業補助……307万円

青年就農給付金……750万円

農林病虫害防除実施協議会補助……400万円

森林機能緊急回復県単間伐事業……520万円

身近なみどり整備推進事業……472万5千円

有害鳥獣捕獲隊補助……120万円

生産調整対策補助……3,300万円

農地流動化奨励金……63万5千円

合併処理浄化槽設置補助事業……667万9千円

道路台帳補正事業……900万円

町道維持補修工事、測量、設計……1億500万円

町道除草工事……1,800万円

町道側溝清掃事業……430万円

町道排水整備事業……3,570万円

教師用指導書等購入……316万円

非常勤講師事業……1,098万6千円

ＡＬＴ講師事業……1,170万6千円

適応指導事業……278万1千円

学校生活支援員配置事業……566万1千円

小学校改修事業（設計管理、工事費）……7,032万1千円

耐震補強工事設計業務委託……1,280万円

スクールバス運行業務委託……2,741万3千円

要保護・準要保護児童・生徒援助……686万2千円

幼稚園就園奨励費補助……1,115万円

幼児教育交付金……216万円

延長保育事業（常北幼稚園）……123万2千円

受託工事……5,900万円

水道施設再編事業……4億182万9千円

取水、導水、浄水、送水場維持修繕工事……6,568万2千円
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防火貯水槽解体・新設工事事業……575万9千円

消火器具等整備事業……165万円

消火栓設置負担金……325万円

災害時用職員作業服購入事業……168万3千円

非常用保存食品購入事業……144万4千円

防災行政無線バッテリー交換事業……73万9千円

防災行政無線保守管理委託事業……304万6千円

防災行政無線屋外受信機用マスト交換工事……136万5千円

自主防災組織運営補助金……71万円

財務諸表検証分析委託……210万円

公用バス運行業務委託……266万4千円

電子入札システム事業……272万3千円

不法投棄廃棄物処理業務委託……80万円

地球温暖化防止対策補助……400万円

老人福祉センター事業……2,169万8千円

母子保健事業……1,303万円

健康診査・健康づくり事業……2,758万7千円

保健福祉センター事業……1,739万4千円

国保診療所特別会計事業……2億4,221万7千円

後期高齢者医療特別会計事業……2億427万5千円

介護保険特別会計（保険事業勘定）……15億3,319万1千円

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）……438万3千円

県単かんがい排水補助……412万円

森林組合補助……110万7千円

商工会議所及び商工団体への助成……600万円

公庫利子補給……250万円

自治金融融資預託金……300万円

休廃止鉱山鉱害防止補助……249万2千円

町観光協会への助成……900万円

観光施設の管理運営……5,640万5千円

総合野外活動センター施設整備……1,529万9千円

鶏足山駐車場整備……2,308万7千円

消費者行政活性化事業……169万2千円

ネットスーパー補助……75万6千円

農地制度円滑化事業……180万8千円

流域下水道管理事業・整備事業……2億7,960万円

都市計画用途地域変更業務委託事業……450万円

被災住宅復興支援利子補給事業……64万円

公園維持管理事業……505万7千円

町営住宅維持管理事業（修繕、設計）……1,256万2千円

町営住宅滞納整理業務委託事業……175万円

各種行事（成人式、生涯学習講演会、運動会）……327万3千円

各種団体補助（社会教育諸団体、町体育協会）……532万円

生涯学習地区推進事業……70万円

ふれあいの船事業……1,030万円

公民館講座事業……374万5千円

圷公民館解体工事……987万円

地区公民館運営費補助……126万9千円

コミュニティセンター自主事業……801万円

図書の購入……880万円

水戸ホーリーホック出資金……50万円

常北運動公園テニスコート改修工事……2,100万円

常北運動公園野球場防球ネット工事……1,286万3千円

石綿管更新事業……664万円

水戸土木受託事業……9,793万5千円
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総  務  課

町  民  課

健康福祉課

企画財政課

保  険  課

都市建設課

教育委員会

水  道  課

農業委員会

課 局 名 平 成 24 年 度 の 主 な 事 業 と 事 業 費� 

産業振興課

5

�  

高齢者福祉事業（老人福祉事業、敬老事業、老人保護措置事業、在宅福祉事業）……8,025万5千円�  

障害者福祉事業（障害者福祉事業、精神保健事業、地域自殺対策緊急強化交付金事業）……2億5,354万3千円

児童福祉事業（ブックスタート事業・出生祝金・子育て支援金、子どものための手当事業、すこやか保育応援事業）……3億4,375万6千円

特定環境保全公共下水道管理事業・整備事業……2億7,200万円

農業集落排水維持管理事業（上入野、青山、北方・高久、孫根、古内）……3,787万7千円�  

町道改良工事……2億8,859万円（町道1525号線、後原線、吹上台線、二本木線、島崎線、徳蔵倉見線、山ノ田線、池ノ内片山線、真端線）

配水施設・給水装置維持修繕及び漏水修繕工事……1,540万2千円



 

旧
庁
舎
取
り
壊
し
に
至
る
経
緯

　
昭
和
40
年
に
旧
常
北
町
役
場
庁
舎

と
し
て
建
設
さ
れ
た
城
里
町
役
場
本

庁
舎
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
た
め
同
３
月
22
日
に

望
楼
の
一
部
を
撤
去
。
庁
舎
本
体
に

つ
い
て
も
平
成
24
年
２
月
下
旬
か
ら

３
月
に
か
け
て
解
体
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

 

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

○
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
に
お
け
る

協
議
内
容
等
つ
い
て

　「
城
里
町
役
場
庁
舎
建
設
検
討
委
員

会
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
り
、

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
回
委
員
会

　（
平
成
23
年
11
月
７
日
開
催
）

　
・
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て

第
２
回
委
員
会

　（
平
成
23
年
12
月
20
日
開
催
）

　
・
先
進
地
視
察
（
境
町
、
八
千
代

　
　
町
）

第
３
回
委
員
会

　（
平
成
24
年
１
月
25
日
開
催
）

　
・
庁
舎
建
設
の
基
本
方
針
に
つ
い

　
　
て

　
・
庁
舎
の
建
設
場
所
に
つ
い
て

　
・
庁
舎
の
床
面
積
に
つ
い
て

第
４
回
委
員
会

　（
平
成
24
年
２
月
23
日
開
催
）

　
・
庁
舎
の
床
面
積
に
つ
い
て

　
・
設
計
の
発
注
方
法
に
つ
い
て

　
・
平
成
24
年
度
庁
舎
建
設
検
討
委

　
　
員
会
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
案
）

　
　
に
つ
い
て

○
基
本
方
針
に
つ
い
て

　
す
べ
て
の
町
民
及
び
そ
こ
で
働
く

　
職
員
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
、

　
安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
人

　
に
や
さ
し
い
」
庁
舎
と
す
る
。

　
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
自
然

　
と
の
共
生
に
配
慮
し
た
「
環
境
に

　
や
さ
し
い
」
庁
舎
と
す
る
。

　
町
民
に
と
っ
て
気
軽
に
利
用
で
き
、

　
町
民
自
治
の
拠
点
と
な
る
「
親
し

　
ま
れ
る
」
庁
舎
と
す
る
。

　
城
里
町
の
歴
史
、
自
然
や
環
境
と

　
調
和
し
た
庁
舎
と
す
る
。

○
建
設
時
期

　
平
成
24
年
度
末
〜
平
成
25
年
度
当

　
初
着
工
を
予
定
。

○
建
設
場
所

　
来
庁
者
の
利
便
性
と
既
存
施
設
の

有
効
利
用
の
た
め
、
新
庁
舎
は
庁
舎

跡
地
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
が
存
在
す
る
敷

地
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
庁
舎
の
規
模

　
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
県
内
自
冶
体
の

庁
舎
床
面
積
を
参
考
に
し
て
算
出
し

た
面
積
（
５
８
４
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

が
平
成
25
年
度
ま
で
に
空
き
室
と
な

る
見
込
み
の
面
積（
１
２
６
０
平
方
メ

ー
ト
ル
）を
差
し
引
い
た
４
５
８
０
平

方
メ
ー
ト
ル
を
新
庁
舎
の
延
床
面
積

と
し
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

生
か
し
、
災
害
や
震
災
等
の
防
災
拠

点
と
し
て
の
機
能
充
実
を
目
指
し
ま

す
。

問
合
せ
　
総
務
課
（
内
線
２
２
４
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

6

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
役
場
本
庁
舎
取
り
壊
し
後
の
新
庁
舎
建
設
基
本
方

針
等
に
つ
い
て
、
町
議
会
議
員
、
各
種
団
体
の
代
表
者
、
一
般
町
民
の
代
表
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
城
里
町
役
場
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

城
里
町
役
場
本
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て

城
里
町
役
場
本
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て

解体前の本庁舎

解体作業の様子



・生活保護受給者

・老齢福祉年金（※）受給者で、世帯全員が町民税

　非課税の方

同じ世帯には町民税課税者がいるが、本人は町民

税が非課税で、かつ前年の合計所得金額と課税年

金収入額の合計が80万円以下の方

基準額
×

0.85

世帯全員が町民税非課税の方で、前年の合計所得

金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方

同じ世帯には町民税課税者がいるが、本人は町民

税非課税の方

本人が町民税課税者で、前年の合計所得金額が190
万円未満の方

本人が町民税課税者で、前年の合計所得金額が190
万円以上の方

世帯全員が町民税非課税の方で第２段階に該当し

ない方

第１段階

（基準額×0.5）

段　　階

（保険料率）

第２段階

（基準額×0.5）

第３段階

（基準額×0.75）

第５段階

（基準額×1.25）

第６段階

（基準額×1.5）

23,400円

保険料（年額）対象になる方

23,400円

35,100円

39,780円

46,800円基準額

58,500円

70,200円

第
４
段
階

7

　介護保険料は、介護保険事業計画とともに３年ごとに見直されます。

　高齢化が進み、介護サービスの利用者や利用料が増大している現状などを考慮して、平成24年度から３年

間の保険料が次のとおり決定しました。

65歳以上の方の保険料は、次の方法により算出された基準額をもとに、所得に応じて６段階に分かれます。

問合せ　保険課　介護保険グループ　　029‐288‐3111（内線372、373）

※老齢福祉年金は明治44年４月１日以前に生まれた方が受けている年金です

国が定める「介護保険の財源全体に占める保険料の負担
割合」が変わりました。（変更前20％→変更後21％）

基準額の算出方法

城里町で必要な介護サービス
の総費用（年額）

国が定める65歳以上の方の
負担割合（21%）

城里町に住む65歳以上の人数

城里町の介護保険料の

基準額46,800円
（年額）



前年の総所得金額が33万円を超えない世帯

前年の総所得金額が33万円を超えない世帯で、被保険者全員
が年金収入80万円以下の世帯（※その他所得がない場合）

前年の総所得金額が33万円＋「24万５千円×世帯の被保険者数
（被保険者である世帯主を除く）」を超えない世帯

前年の総所得金額が33万円＋「35万円×世帯の被保険者数」を
超えない世帯

8.5割  5,925円

国、県、町
の負担金

50％
現役世代から

の支援金
40％

被保険者が払う保険料
10％

　後期高齢者医療制度は、被保険者の医療費を公費（国、県、市町村の負担金）50％、現役世代からの支援金
40％、被保険者の後期高齢者医療保険料10％の割合で負担することにより成り立っています。
　このたび、平成24年度及び平成25年度の茨城県後期高齢者医療保険料率と賦課限度額が決定しましたので
お知らせします。

※保険料率（均等割額・所得割率）は、都道府県単位で計算
され、２年ごとに見直されます。

※賦課のもととなる金額 ＝ 総所得金額等 － 基礎控除33万円
※総所得金額等とは、前年の収入から必要経費（公的年金控除額や給与所得控除額など）を差し引いたもので、
　社会保険料控除、配偶者控除などの各種所得控除前の金額です。なお、遺族年金や障害年金は、収入に含
　みません。
※年度の途中で被保険者になられた方は、資格取得月からの月割りで保険料が計算されます。

保険料の軽減について保険料の軽減について

個人ごとの保険料の決めかた個人ごとの保険料の決めかた

※収入が公的年金のみの方は、年金収入額から公的年金控除（年金収入額が330万円以下は120万円）を差し引
き、65歳以上の方は、さらに高齢者特別控除（15万円）を差し引いて判定します。

●所得割額の軽減
　保険料の所得割額を負担している方で、基礎控除後の総所得金額等が58万円以下（年金収入のみの方は、そ
の額が153万円以上211万円以下）の場合は、所得割額が５割軽減されます。

●均等割額の軽減
　世帯の所得水準にあわせて、次のとおり均等割額が軽減されます。

●その他の軽減
　後期高齢者医療制度に加入する前に「会社などの健康保険の被扶養者」であった方は、均等割額が９割軽減
され、所得割額の負担はありません。
※国民健康保険または国民健康保険組合から後期高齢者医療制度に加入した方は該当しません。

９割

５割

２割

軽減割合世帯の所得区分（被保険者と世帯主）

 3,950円

19,750円

31,600円

軽減後の均等割額

問合せ　保険料の計算について／茨城県後期高齢者医療広域連合　事業課　　029‐309‐1213
　　　　保険料の納付について／城里町役場保険課　高齢者医療グループ　　029‐288‐3111（内線372）

１年間の保険料
（100円未満切捨て）

39,500円
（または軽減後の金額）

均等割額

（賦課のもととなる金額）
×8.0％

所得割額

保険料の賦課
限度額（上限額）

均等割額

所得割率

保
険
料

平成24、25年度

39,500円　 　

8.0％　 　

55万円　 　

平成22、23年度
（参考）

37,462円　 　

7.6％　 　

50万円　 　

【高齢者の医療費における財源割合】
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広　告

　
第
１
回
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
（
農
用

地
域
の
除
外
・
編
入
）に
つ
い
て
、
次

の
期
間
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
　
５
月
７
日（
月
）〜

　
25
日（
金
）

　
次
の
　
、
　
に
該
当
す
る
方
で
、

障
害
の
程
度
や
自
動
車
の
使
用
状
況

等
が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き

に
は
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
や
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

対
象
者

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

　
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

　
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　
る
方
。

　
　
に
該
当
す
る
方
を
常
時
介
護
し
、

　
生
計
を
一
に
す
る
方
で
、
　
に
該

　
当
す
る
方
の
生
業
、
通
院
、
通
学

　
等
の
た
め
に
自
動
車
・
軽
自
動
車

　
を
利
用
し
て
い
る
方
。

※
減
免
車
は
障
害
者
１
人
に
つ
き
１

　
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
・
場
所

軽
自
動
車
税
／
軽
自
動
車
税
納
付
書

　
が
届
い
た
日
か
ら
５
月
25
日（
金
）

　
ま
で
に
役
場
税
務
課
ま
た
は
各
支

　
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
／
５
月
31
日（
木
）ま
で
に

　
水
戸
県
税
事
務
所
に
申
請
し
て
く

　
だ
さ
い
。

　
笠
間
警
察
署
で
は
、
各
種
催
し
会

場
に
で
、
反
射
材
の
効
果
や
交
通
安

全
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
の
団
体
で
出
前

講
座
の
開
催
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、

左
記
宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
茨
城
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、

県
民
の
交
通
安
全
意
識
と
交
通
マ
ナ

ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、
茨
城
弁
を

使
っ
た
交
通
安
全
に
関
す
る
川
柳
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
４
月
１
日（
日
）〜

　
30
日（
月
）

応
募
資
格
　
県
内
居
住
者

題
　
材
　
　「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

　
止
〜
反
射
材
の
効
果
を
イ
メ
ー
ジ

　
さ
せ
る
内
容
と
す
る
〜
」
　「
飲
酒

　
運
転
の
防
止
」
　「
歩
行
者
・
自
転

　
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止
」

※
作
品
等
の
権
利
に
関
す
る
注
意
事

　
項
や
応
募
方
法
等
に
つ
い
て
は
左

　
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
Ｂ
級
グ
ル
メ
屋
台
村
２
０
１
２

　
ふ
れ
あ
い
の
里
で
は
、
５
月
に
オ

ー
プ
ン
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
そ
の
記
念
と
昨
年
の
大
震
災
か
ら

の
復
興
を
願
い
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
町
内
外
の
お
い
し
い
も
の
を
集
め

た
屋
台
が
多
数
出
店
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
家
族
や
お
友
達
と
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
４
月
21
日（
土
）
　

　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

※
小
雨
決
行

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
の
里

内
　
容
　
グ
ル
メ
屋
台
、
お
笑
い
芸

　
人
ラ
イ
ブ
な
ど

お

知

ら

せ

農
業
振
興
地
域
の
除
外
・
編
入

申
請
に
つ
い
て

「
第
７
回 

茨
城
弁 

交
通
安
全
川
柳

コ
ン
テ
ス
ト
」作
品
募
集
に
つ
い
て

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

に
つ
い
て

　
募
　
　
集
　

問
合
せ  

笠
間
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　
０
２
９
６
‐
７
２
‐
１
３
９
６

申
込
先
・
問
合
せ   

産
業
振
興
課

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　  

　（
内
線
３
８
４
）

申
込
先
・
問
合
せ 

笠
間
警
察
署

　
交
通
課
企
画
係

　
　
０
２
９
６
‐
７
３
‐
０
１
１
０

お
で
か
け
く
だ
さ
い
！

問
合
せ
　
城
里
町
総
合
野
外
活
動

　
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
５
５
０
５

問
合
せ

軽
自
動
車
税
の
こ
と

税
務
課（
内
線
１
２
５
）

　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

自
動
車
税
の
こ
と

水
戸
県
税
事
務
所

　
０
２
９
‐
２
２
１
‐
６
７
６
８

健
康
福
祉
課

　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０

交
通
安
全
に
関
す
る
出
前
講
座

〜
交
通
事
故
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
〜

(財)
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生活習慣病予防健診

健　診　名 対象者（基準日：健診を受ける日）

 40歳以上

 40歳以上

 40歳以上

 50歳以上の男性

 年度内に40歳になる方,41歳以上の未受診者

 30～56歳の女性

 30～56歳の女性

 40歳以上の女性（２年に１回）

 胸部レントゲン

 バリウム検査

 便潜血反応検査２日法

 血液検査

 血液検査

 専門医による視触診検査

 乳房の超音波検査

 乳房のレントゲン検査

無　料

無　料

1,000円　

1,000円　

1,000円　

500円　

500円　

500円　
500円　

500円　

500円　

500円　 20歳以上の女性

 18～39歳
 ※雇用されている方、生活習慣病
 　で治療中の方は対象外

 後期高齢者医療制度の被保険者
 ※生活習慣病で治療中の方は対象外

健　診　内　容 自己負担金

特定健診　　　　　

高齢者健診　　　　

肺がん・結核検診　

胃がん検診　　　　

大腸がん検診　　　

前立腺がん検診　　

肝炎ウイルス検診　

視触診　　　　

超音波検査　　

マンモグラフィー

子宮がん検診　　　

６月３日（日）

検  診  日 場　　所 受 付 時 間 検診内容と対象者

 ・特定健診（40～74歳の方）
 ・高齢者健診（後期高齢者医療制度の被保険者）
 ・胃がん検診（40歳以上の方）
 ・大腸がん検診（40歳以上の方）
 ・肺がん・結核検診（40歳以上の方）
 ・前立腺がん検診（50歳以上の男性）
 ・肝炎ウイルス検診（平成24年度に40歳になる
 　方、41歳以上の未受診者）

６月４日（月） 常北保健福祉センター

桂公民館

七会保健福祉センター

常北保健福祉センター 午前7時30分～10時

午前6時30分～9時

※混雑を避けるため、

　受付時間を指定させ

ていただきます。

６月５日（火）

８月２日（木）

８月３日（金）

８月10日（金）

11月15日（木）

乳
が
ん
検
診

 40～74歳の城里町国民健康保
 険被保険者

 ※健診を受ける際には医療保険者から発行された「特定健診受診券」と「健康保険証」
 　が必要です。詳細については、それぞれ加入している医療保険者にお問い合わせく
 　ださい。

 40～74歳の城里町国民健康保
 険以外の医療保険に加入して
 いる被扶養者 （社保の家族）

 問診、身体計測、腹囲測定、血圧、検
 尿、血液検査、心電図、眼底検査

 問診、身体計測、血圧、検尿、血液検
 査

 子宮の入り口の細胞を採り子宮頚
 部のがんの有無を調べる

 医療保険者（保険証を発行している機関）によっ
 て異なります。

 問診、身体計測、腹囲測定、血圧、検
 尿、血液検査、心電図、眼底検査
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　　特定健診は、それぞれ加入している医療保険者（国民健康保険、全国健康保険協会管掌健康保険、健康
　保険組合、共済組合など）が実施します。そのため、町の健診会場で特定健診を受けることができるのは
　次の　、　に該当する方です。

　　40～74歳で城里町国民健康保険に加入している方
　　　４月１日時点で城里町国民健康保険に加入している方には、申し込みの有無にかかわらず「特定健診
　　受診券」を送付します。ただし、転出や社会保険に加入するなどの理由で国民健康保険の資格を喪失し
　　た方は町の特定健診を受診することができません。
　　国民健康保険以外の医療保険に加入している方の被扶養者（社保の家族）
　　　それぞれ加入している医療保険者から交付される受診券を持参し、健診を受けてください。（医療保険
　　者により、申請をしないと受診券が交付されない場合があります。ご加入の医療保険者にお早めにご確
　　認ください。）

　健診結果により、「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」になる危険性のある方が特定保健指導
の対象となります。生活習慣の改善に自主的に取り組めるよう、保健師・管理栄養士が支援を行います。

　　加入している医療保険にかかわらず、対象年齢であれば受診できます。

（２）健診日程

（１）実施内容、料金等

※胃がん検診を受ける方が対象となります。



６月６日（水）

検  診  日 場　　所 受 付 時 間 検診内容と対象者

 ・特定健診（40～74歳の方）
 ・生活習慣予防病健診（18～39歳の方）
 ・高齢者健診（後期高齢者医療制度の被保険者）
 ・大腸がん検診（40歳以上の方）
 ・肺がん・結核検診（40歳以上の方）
 ・前立腺がん検診（50歳以上の男性）
 ・肝炎ウイルス検診
 　（平成24年度に40歳になる方,41歳以上の未受
　  診者）

  ※生活習慣病予防健診は、特定健診と同項目の
  　検査を実施します。

６月７日（木）

常北保健福祉センター

七会保健福祉センター

常北保健福祉センター

桂公民館

常北保健福祉センター 午後5時～8時

午後0時30分～1時

午前9時30分～11時

午後1時30分～3時  

※混雑を避けるため、

　受付時間を指定させ

ていただきます。

６月８日（金）

６月12日（火）

６月13日（水）

７月３日（火）

７月４日（水）

７月５日（木）

９月13日（木）

９月14日（金）

９月18日（火）

９月19日（水）

９月５日（水）

検  診  日 場　　所 受 付 時 間 検診内容と対象者

 【乳がん】
　・視触診（30～56歳の方）
　・超音波検査（30～56歳の方）
　・マンモグラフィー（40歳以上の方）
　　２年に１回
　 ※30～56歳の方は視触診受診が原則です。
 【子宮がん】
　20歳以上　子宮頚部細胞診

 ※常北保健福祉センターの会場では、希望者に
「骨粗しょう症検査」を実施します。

９月６日（木） 常北保健福祉センター

常北保健福祉センター

七会保健福祉センター

常北保健福祉センター

桂公民館

９月７日（金）

10月16日（火）

10月17日（水）

10月19日（金）

10月20日（土）

10月26日（金）

10月30日（火）

10月31日（水）

11月１日（木）

★夜間健診　
９月20日（木）
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　がん検診をご希望の方は平成24年４月末日までに次の方法で健康福祉課までお申し込みください。
　なお、平成23年度にがん検診を受診した方には「健診受付票」を送付しますので新たに申し込みをする必要
はありません。
　平成24年度健康カレンダー表紙に印刷されているハガキ（検診連絡カード）に必要事項を記入し、希望する
検診に○を付け、次のいずれかの方法でお申し込みください。（今年度から電子メールによる申込受付を開始
しました。）

※電話による申し込みは、混み合ってかかりにくくなる場合がありますのでご遠慮ください。
※健康カレンダーに添付されているハガキ（検診連絡カード）がお手元にない場合は、普通ハガキの裏面に検
　診を希望する方の　住所　氏名　電話番号　生年月日　希望する検診名をご記入のうえ、申し込み先まで
　送付してください。

ハガキを切り取り切手を貼り、健康福祉課宛て郵送してください。

郵送による方法

ファックスによる方法

ハガキを切り取り、健康福祉課宛てFAXで送信してください。

直接持参する方法

ハガキを切り取り、健康福祉課（常北保健福祉センター内）、役場、
桂支所、七会支所のいずれかの窓口に持参してください。

申込先・問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）  〒311‐4391　城里町石塚1428‐1
　029‐240‐6550（直通）　または　 　029‐288‐3111（内線370、371）

FAX　029‐240‐6466   　メールアドレス　kenkou@town.shirosato.lg.jp　  

ＱＲコードを読み取るか、下記のメ
ールアドレスを直接入力し、
件名　がん検診申込
本文　　住所　　氏名　　電話番号
　　生年月日
　　希望する検診名
を入力し、送信して
ください。

電子メールで申し込む方法

（３）申込方法



検診料金

町補助金

自己負担金

39,900円

27,850円

12,050円

人間ドック

―

―

―

脳ドック

―

―

―

乳がん

―

―

―

子宮がん

8,400円

5,350円

3,050円

乳がん＋子宮がん

検診料金

町補助金

自己負担金

42,000円

27,850円

14,150円

58,800円

40,750円

18,050円

4,200円

1,450円

2,750円

3,150円

2,150円

1,000円

人間ドック 脳ドック 乳がん 子宮がん

7,350円

5,350円

2,000円

乳がん＋子宮がん

検診料金

町補助金

自己負担金

39,900円

27,850円

12,050円

57,750円

40,750円

17,000円

4,200円

1,450円

2,750円

4,200円

2,150円

2,050円

人間ドック 脳ドック 乳がん 子宮がん

6,300円

5,350円

  950円

乳がん＋子宮がん

人間ドックのみ

人間ドック＋子宮がん検診＋乳がん検診

人間ドック＋子宮がん検診

人間ドック＋乳がん検診

脳ドック

項　　　　　目

27,850円

33,200円

30,000円

29,300円

40,750円

助成額

人間ドックは町の健診
（特定健診）、婦人科が
ん検診（乳がん・子宮が
ん）との重複受診はでき
ません。
　重複して受診した場
合は、人間ドックの料
金が全額自己負担とな
ります。

注意事項

◆ 定　　員　120人（定員となり次第締め切ります。）

◆ 申請期限　平成24年６月29日（金）

　※受診する前に申請を済ませてください。受診後の申請は受け付けません。

◆ 申請手順

　　指定医療機関に予約をしてください。（補助対象期間：平成25年３月31日受診分まで）

　　国保の保険証と印鑑を持参し、役場保険課で補助金の申請をしてください。

◆ 受診方法

　　町から決定通知書を交付しますので、ドックを受ける指定医療機関の窓口に提出してください。

　ドック終了後、検診料金から町補助金を差し引いた自己負担金を医療機関窓口でお支払いくださ

　い。（各種検診料金は指定医療機関ごとに異なりますのでご注意ください）

◆ 申込先・問合せ　　保険課　国保年金グループ　　029‐288‐3111（内線372）

◆ 対象者

　　城里町の国民健康保険に加入している40歳以上69歳までの方（平成24年４月１日現在）

　※世帯に国保税の未納がある場合には補助の対象外となります。

◆ 助成を受けるための条件

　・町が指定する医療機関で受診してください

　・ドック受診は年度内（４月から翌年の３月）１回となります

　・１世帯につき年度内２人まで助成を受けられます

注意事項
　・乳がん検診の料金は、（視触診＋超音波による検診）のみ表示しています。マンモグラフィーによる検診の
　　場合には、差額分が自己負担金に加算されます。
　・茨城県メディカルセンターで婦人科がん検診を受ける場合には、乳がんと子宮がんをセットで受診した時
　　のみ補助の対象となります。

◆ 助成額

◆ 指定医療機関・検査料金表
● 水戸赤十字病院

● 茨城県メディカルセンター

● 水戸済生会総合病院 総合健診センター

（水戸市三の丸3‐12‐48　　029‐221‐5177）

（水戸市笠原町489‐4　　029‐243‐1111）

（水戸市双葉台3‐3‐10　　029‐254‐9044）

12 



昇 降 口 コンピュータ室 管 理 棟

普通教室

多目的スペース
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　老朽化に伴い改築工事が進められてきた常北中学校の校舎が完成

し、３月８日（木）同校体育館において竣工式が行われました。

　廊下や階段、教室の壁に木材が多く取り入れられた校舎は、温も

りが感じられる学習環境となりました。

　普通・特別教室棟には生徒や地域の交流の場として使用する生徒

ホールや地域交流室が新たに配置され、教室棟の各階には学習環境

の変化にも対応できるよう多目的スペースが設けられています。

　また、校舎屋上にソーラーパネルを設置することで、太陽光エネ

ルギーを学校で使用する電気の一部として使用できるようにしてい

ます。

　所在地　城里町下青山10
　建物構造　鉄筋コンクリート

　　３階建（一部平屋建）

　延べ床面積　6,036m

◆普通・特別教室棟

　普通教室15教室、特別教室10
　教室、多目的スペース（１～３

　階）、生徒ホール、ＰＴＡ室、

　会議室、相談室、談話コーナ

　ー、放送室、地域交流室、生

　徒会室

◆管理棟

　職員室、校長室、保健室

【常北中学校校舎の概要】

常北中学校新校舎が完成

１階　昇降口、生徒ホール
２階　コンピュータ室、図書室
３階　美術室、地域交流室

１階　調理室、被服室、金工室、木工室
２階　特別支援教室、相談室、ふれあい
　　　ホール、ＰＴＡ室、会議室
３階　理科室、音楽室、生徒会室

１階　３年生教室
２階　２年生教室
３階　１年生教室
※各階に多目的スペースを設置

１階　校長室、職員室、保健室

渡り廊下
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　タバコをやめられないのは「家族への愛が足りな
いから…」ではありません。それは「依存症になって
いるから」です。
　まずは、たばこへの依存度をチェックしてみまし
ょう。

　タバコをやめられないのは「家族への愛が足りな
いから…」ではありません。それは「依存症になって
いるから」です。
　まずは、たばこへの依存度をチェックしてみまし
ょう。

　タバコをやめられない理由にはニコチン依存症と心理的依存という2つの原因があります。

　ニコチン依存症と診断されると、禁煙治療に健康保険が適用され、治療費の負担が軽くなります。「禁

煙のための飲み薬」を使用する場合の標準的な禁煙プログラムでは、12週間にわたり計５回の禁煙治療

を受けます。

　タバコをやめられない理由にはニコチン依存症と心理的依存という2つの原因があります。

　ニコチン依存症と診断されると、禁煙治療に健康保険が適用され、治療費の負担が軽くなります。「禁

煙のための飲み薬」を使用する場合の標準的な禁煙プログラムでは、12週間にわたり計５回の禁煙治療

を受けます。

　禁煙のための薬には「飲む」タイプ、「貼るタイプ」、「か

む」タイプがあります。薬に頼らず禁煙したい方でも、

３日以上自力で禁煙ができなければ、薬に頼る方法も検

討してみましょう。

　女性向けのタバコのパッケージには、お洒落なものもありますが、有害なタバコに変わりはありませ
ん。喫煙により以下のような女性特有の害が出る場合が
ありますので、禁煙をお勧めします。

　女性向けのタバコのパッケージには、お洒落なものもありますが、有害なタバコに変わりはありませ
ん。喫煙により以下のような女性特有の害が出る場合が
ありますので、禁煙をお勧めします。

 問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）　保健師まで　　029‐240‐6550 （直通）

不妊や流産、子宮外妊
娠の原因となる恐れが
あります。

妊娠中の喫煙が子どもの心や行
動（注意欠陥・多動性障害、自
閉症、反社会的行動など）に影
響を与える恐れがあります。

授乳中の喫煙は母乳中にニコ
チンが分泌され、乳児の慢性
ニコチン中毒（いらいら、眠
らない、嘔吐、下痢など）を
引き起こします。

喫煙は美容の大敵！
シミ、ソバカス、シワの原因となり、化粧
のノリも悪くなります。

あなたに合う禁煙方法がきっと見つかるはずです。
あきらめずに何度でも禁煙にチャレンジしましょう。

下記の問い合わせ先に
ご連絡ください

あなたに最適な禁煙方法
を町の保健師が具体的に
アドバイスします。

診 察
初  回 再 診 再 診 再 診 再 診

２週間後 ４週間後 ８週間後 12週間後

禁煙を実行し、継続するために、病院で処方やアドバイスを受けます。

５分以内…非常に強い依存症

30分以内…強い依存症　　　

１時間以内…中程度依存症　　

１時間以上…軽い依存症　　　

５分以内…非常に強い依存症

30分以内…強い依存症　　　

１時間以内…中程度依存症　　

１時間以上…軽い依存症　　　

あなたの依存度を確かめる

もっとも簡単な方法はコチラ

朝起きて何分後にタバコがほしくなるかで、
依存度をチェック
朝起きて何分後にタバコがほしくなるかで、
依存度をチェック

＜禁煙プログラムの例＞

しゃれ



七会公民館パッチワーク教室受講生の作品

問合せ　　常北公民館  　029‐288‐5575　　　桂公民館 　　　 　029‐289‐2220
　　　　　七会公民館  　0296‐88‐3210　　　岩船地区公民館  　029‐289‐4535（水・金・日のみ）
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　各公民館では、今年度も魅力ある楽しい定期講座を企画しましたので、ご家族やお友達を誘って

ぜひご参加ください。

　詳しくは、４月中旬に配布予定の「受講生募集」（受講申込書）の冊子をご覧ください。

※定期講座以外にも気軽に参加できる１日講座を開催します。内容につきましては、各公民館にお

　問い合わせください。

平成24年度　公民館講座のご案内

◆太極拳教室…………第２・４（火）
◆リボン・アートフラワー教室
　………………………第１・３（水）
◆とんぼ玉教室………第３（水）
◆かるがもクラブ……第２・４（水）
◆寿大学………………第２（金）
◆フラワークッキング教室
　………………………第３（金）
◆キルト教室…………第１・３（土）
◆男の料理教室………第４（日）

【年15回】

【年15回】
【年８回】
【年15回】
【年８回】

【年８回】
【年14回】
【年８回】

◆アロマクラフト＆ハーブクラフト教室 
　………………………第４（火）
◆いきいき塾…………該当月の木曜日
◆オカリーナ教室……第１・３（金）
◆大正琴教室…………第１・３（土）
◆旬菜料理教室………第２（土）
◆ヘルシーエクササイズ教室
　………………………第２・４（日）

◆パッチワーク教室…第３（日）
◆ヨーガ教室…………第１（日）
◆太極拳教室…………第２（土）
◆絵画教室……………第３（日）
◆編物教室……………第１（日）
◆ビーズアクセサリー教室
　………………………第４（日）
◆フラワーアレンジメント・生花教室
　………………………第４（日）
◆表具掛軸教室………第３（日）
◆押花教室……………第４（日）

◆健康歌謡教室
　……………………第１・３（金）
◆和風小物作り教室
　……………………第１（日）
◆カフェスタイル料理教室
　……………………第２（日）
◆絵手紙教室
　……………………第２・４（日）
◆中華料理教室
　……………………第４（日）

◆カラオケ教室（下古内）
　……………………第１（月）
◆手編み教室（上古内）
　……………………第２・４（金）
◆歌謡教室（春園）
　……………………第２（土）

【年８回】
【年６回】
【年20回】
【年20回】
【年10回】

【年20回】

【年10回】
【年10回】
【年10回】
【年10回】
【年10回】

【年10回】

【年10回】
【年６回】
【年10回】

【年10回】

【年10回】

【年10回】

【年18回】

【年10回】

【年10回】

【年18回】

【年10回】
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サロンなかさん会では、地
元の子供たちと今昔を比較
したファッションショーを
実施。シンポジウムではそ
れを舞台で再現し、研修会
参加者から大きな歓声があ
がりました！

救急車の中を見学
しました。

消防車の装備品に興味津々！

街頭キャンペーンの様子

新たに配備された消防車 引渡式の様子

16 

ななかい保育所  消防署見学2
24

暴力団排除条例施行記念キャンペーン2
26

　ななかい保育所の児童13人が、水戸市消防本部

北消防署城里出張所で消防署見学を行いました。

　児童は、消防署職員から救急車や消防車にはさ

まざまな場所で消火や救助活動ができるよう、い

ろいろな装備が用意してあることを教えてもらい

ました。

　城里町と笠間市の暴力団排除条例施行に伴い、
笠間ショッピングセンターポレポレにおいて笠間
警察署と合同で記念式典を行いました。
　式典では、両市町の議会議長が暴力団排除を宣
言し、県企業防衛対策協議会笠間地区推進協議会
から両市町に懸垂幕が贈
呈されました。
　また式典の後、城里シ
ョッピングプラザ駐車場
において街頭キャンペー
ンを行い、城里町暴力団
排除条例の周知を図りま
した。
※城里町では昨年10月１日に、「城里町暴力団排除条例」を施
　行しています。（広報しろさと11月号に掲載。）

旧小松小学校体育館

ボランティアの力で介護予防！2
15

コミュニティセンター城里 駐車場

消防車３台を更新しました2
17

　町と社会福祉協議会主催による介護予防講演会

が行われ、町民およそ300人が参加しました。

　講演会では、常磐大学の池田幸也教授を講師に

「ボランティアだからできる！介護予防とまちづ

くり」と題し、現在における

介護予防の課題とボランティ

アの必要性や役割について、

学びました。

　また、講演の後行われたシ

ンポジウムでは、シルバー体

操指導士として活動している

住谷里子さん（サロンなかさ

ん会）、飯村珠江さん（錫高野いき生きサロン）、坂

下利子さん（あくつサロン）が各地区で行っている

特色あるサロン活動の様子を紹介し、池田先生に

助言をいただきながら、講演会の参加者とともに

サロン活動における課題等について意見交換を行

いました。

　町では、消防団の機能充実と安全対策のため、
老朽化した３台の消防車を更新し、消防団へ新し
い車両の引渡しを行いました。
　車両の引き渡しを受けた石崎団長からは「万が
一の災害には新しい消防車の機能を生かし被害を
最小限に抑えることができるよう、日々の点検と
訓練に努めていきたい。」と決意が述べられました。

▲１月に行われた大宮市長杯に続き、見事
優勝を果たした桂ミニバススポーツ少年団

　水戸南ロータリークラブ主催の中央地区チャ
レンジカップ（２月５、11、12日に実施、44チー
ム参加）において、桂ミニバススポーツ少年団が
見事優勝を果たしました。

中央地区チャレンジカップで優勝
河和田小学校ほか



17 

　来賓をはじめ、保護者、在校生、教職員
からあたたかい祝福を受け、40名の卒業生
が春園の丘を巣立ちました。式では担任に
よる呼名の後、校長より一人一人に卒業証
書が手渡さました。そして卒業生代表の玉
川綾香さんの心のこもった答辞は、参列者
の心を打ちました。

　今年度から本校の新規事業として、英会話宿泊学習プログラムを実施
しました。９人の生徒が、静岡県にある合宿制英会話学校「ランゲッジ
・ヴィレッジ」を訪れ、１泊２日のオール・イングリッシュ語学研修を
体験しました。

・英語の授業がとても楽しかったです。
　分からないことは先生が丁寧に教えて
　くださるので緊張することもなく、素
　直に楽しんで勉強できました。
・外国人の先生方が気軽に話しかけてくれました。日本のアニメやマンガの
　話がたくさんできて楽しかったです。
・最初は不安があり、話しかけられたらどうしようかと迷っていました。し
　かし、英会話学校の人たちは笑顔で接してくれて、わからなくなっても周
　りの人たちが助けてくれました。とても勉強になりました。
・最初はなかなか自分から話すことが出来ませんでしたが、会話やコミュニ
　ケーションを繰り返すうちに、自分からも積極的に話せるようになりまし
　た。
・最初は全て英語で話すということがとても不安でした。でも、行ってみて
　会話してみたら、外国人の先生方が私達に明るく笑顔で対応してくれまし
　た。そのおかげで緊張がほぐれました。

続・社会に出る前に
　 －ポジティブ思考になるために－
　常北高校は、平成20年度よりスクール

カウンセラー配置事業の対象校になって

います。本校スクールカウンセラーの人

見健太郎先生には、今年度32回ご来校い

ただきました。

　２年生は人見先生を講師に迎え、今年

度３回の自己性格分析講座を開催しまし

た。最終回となる今回は、「褒められ体験」

を通して、ポジティブ思考になる方法に

ついて学びました。

Ｑスクールカウンセラーとして一番大
　事にされていることは何ですか？
Ａ価値判断を含めずにただただ聞くこ
　とです。
Ｑ先生からの生徒たちへのメッセージ
　は何でしょうか？
Ａひとりで抱え込まないで！というこ
　とです。自分でささいなことだと思
　わないで話して欲しい。世の中につ
　まらないことなんてないよ、頼れる
　ときは頼ってもいいんだよ､と伝え
　たいです。

みとカウンセリングルーム「どんぐり」を主
宰。臨床心理士。平成23年度は本校を含め５
つの高校のスクールカウンセラーを務める。

人見健太郎先生のプロフィール

「褒められ体験」の様子

スクールカウンセラーの
人見健太郎先生

お話を伺いました！

答辞を読む玉川綾香さん
(常北中出身)

参加生徒の感想より



行
楽
日
立
木
も
芝
も
芽
吹
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

い
そ
べ
き
よ

春
炬
燵
ど
っ
ぷ
り
と
父
沈
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　 

飯
田
　
勇
一

海
凪
い
で
真
っ
赤
な
木
瓜
の
花
開
く

　
　
　
　
　
　
　 

仲
田
ま
ち
ゑ

流
木
の
光
る
砂
浜
夕
雲
雀

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
　
静
江

水
揚
げ
の
鱗
き
ら
め
き
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　 

鯉
渕
寿
美
恵

寒
北
斗
凛
然
と
矢
を
放
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

今
瀬
多
代
美

永
ら
へ
て
良
き
こ
と
の
あ
り
雛
あ

ら
れ
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

朝
市
や
水
の
滴
る
三
葉
芹

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

　
の
芽
は
棘
に
囲
ま
れ
育
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

袴
塚
よ
し
子

ど
こ
へ
足
向
け
て
も
ま
ぶ
し
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

咳
ひ
と
つ
残
し
て
過
ぎ
し
春
田
道

　
　
　
　
　
　
　 

一
杉
　
常
子

春
の
風
遠
廻
り
し
て
帰
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

ホ
ロ
ル
の
湯
広
き
見
と
お
し
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

老
梅
に
四
温
の
雨
や
花
三
分

　
　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

う
め
の
木
の
枝
の
蕾
が
笑
い
そ
う

　
　
　
　
　
　
　 

青
木
新
三
郎

河
川
敷
魚
も
や
っ
て
る
ウ
ォ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

小
さ
き
手
と
皺
の
手
と
一
瞬
重
な
り

て
幼
ら
と
し
ば
し
カ
ル
タ
取
り
合
ふ

　
　
　
　
　
　
　 

渡
辺
千
紗
子

昨
日
小
春
今
日
こ
が
ら
し
と
変
化

す
る
天
気
に
服
を
選
る
に
と
ま
ど
ふ

　
　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

柿
の
実
が
凍
て
つ
き
残
る
枝
先
を

ゆ
ら
し
啄
む
鳥
の
真
冬
日

　
　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

氷
点
下
耐
え
て
花
咲
く
福
寿
草
の

「
が
ん
ば
る
花
」へ
ひ
か
り
集
ま
る

　
　
　
　
　
　
　 

青
　
　
京
子

真
心
の
こ
も
る
お
せ
ち
は
嫁
の
料

理
頂
き
ま
す
は
こ
こ
ろ
の
絆

　
　
　
　
　
　
　 

杉
山
み
ち
こ

リ
ン
リ
ン
と
羽
根
鈴
鳴
ら
し
男
孫

来
た
り
八
幡
宮
の
御
守
護
を
持
ち
て

　
　
　
　
　
　
　 

所
　
美
恵
子

南
天
の
紅
き
一
房
な
が
め
つ
つ
積

る
白
雪
ス
コ
ッ
プ
で
か
く

　
　
　
　
　
　
　 

鶴
田
　
す
が

ガ
サ
ガ
サ
と
落
葉
さ
ら
い
て
牛
を

飼
う
夫
の
生
き
甲
斐
我
も
後
押
す

　
　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

亡
き
父
の
カ
シ
コ
ミ
カ
シ
コ
ミ
ね
ん

ご
ろ
に
神
に
任
え
し
ま
ぶ
た
に
映
る

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

冬
ざ
れ
の
残
る
庭
端
に
春
告
ぐ
る

黄
の
色
散
ら
し
福
寿
草
咲
く

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
　
不
美

心
待
ち
し
た
る
便
り
も
来
ぬ
ま
ま

に
幾
日
か
過
ぎ
今
日
は
立
春

　
　
　
　
　
　
　 

片
見
　
和
枝

福
寿
草
は
光
の
春
に
め
ぐ
ま
れ
て

こ
が
ね
色
な
す
花
は
か
ゞ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　 

川
上
千
代
子

音
も
な
く
降
り
来
る
雪
の
色
冴
え

て
弥
生
の
一
日
細
雪
舞
う

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
　
愛
子

デ
ン
マ
ー
ク
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
を
発

ち
帰
国
の
孫
時
差
ボ
ケ
笑
み
つ
つ

地
球
儀
で
説
く

　
　
　
　
　
　
　 

多
田
志
保
子

月
一
度
帰
省
せ
し
娘
の
や
さ
し
さ

に
淋
し
き
心
い
や
さ
れ
和
む

　
　
　
　
　
　
　 

坪
井
き
よ
子

長
か
り
し
一
年
を
経
て
三
月
は
震

災
の
記
憶
と
共
に
巡
り
来

　
　
　
　
　
　
　 

萩
谷
登
喜
子

早
暁
の
海
に
出
漁
の
船
見
え
て
被

災
地
相
馬
の
気
迫
頼
も
し

　
　
　
　
　
　
　 

冨
田
佐
智
子

妥当性－有効性－効率性

４　－　４　－　４

４　－　３　－　４

４　－　３　－　３

３　－　３　－　３

３　－　２　－　２

２　－　２　－　１

１　－　２　－　２

事業数

７

１

１

２
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　教育委員会では、平成22年度に実施した事業の事務の管理と執行の状況について、学識経験者で組織す
る「城里町教育委員会外部評価委員会」による点検及び評価を行いました。この点検及び評価は、より効果
的な教育行政の推進に資するとともに、町民の皆さんに対する説明責任を果たしていくことを目的に実施
するものです。

【評価対象事務事業】
　平成22年度に実施した事業のうち、平成21年度外部評価の指摘事項を参考に抜粋した14事業
　　○幼児教育・学校教育の充実／７事業（ＡＬＴ設置事業、ＴＴ非常勤講師事業など）
　　○生涯学習・生涯スポーツの推進／６事業（町民運動会、ふれあいの船事業など）
　　○芸術文化の振興／１事業自主事業）

【評価方法】　妥当性・有効性・効率性の３つの項目で、それぞれ４段階で評価しました。
【評価内容】　※４は評価が高く１は評価が低い。
　　今回対象とした14事業のうちおよそ半数の７事業については
　すべての項目が最高値で、一定の成果を残しており順調である
　と評価されました。この結果を受け、今後の事業の取り組み方
　針を検討していきます。

※報告書の詳細については、城里町ホームページ（http://www.t
　own.shirosato.lg.jp/）をご覧になるか、教育委員会事務局で閲
　覧することができます。

問合せ　教育委員会事務局（常北公民館内）　　029‐288‐7010

平成22年度町教育委員会の事務事業の外部評価結果をお知らせします平成22年度町教育委員会の事務事業の外部評価結果をお知らせします

こ

に
わ
は

こ

い

さ
さ
め
ゆ
き

ひ
と
ひ



日 月 火 水 木 金 土

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
桃
の
節
句
に

合
わ
せ
た
季
節
展
示
と
し
て
、
２
月

25
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
、
町
内
で

作
ら
れ
た
雛
人
形
と
つ
る
し
飾
り
を

展
示
し
ま
し
た
。
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。
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４
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。
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ふ
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。

　
帽
子
を
す
り
ぬ
け
る
蝶
が
飛
行
機
の

中
を
舞
う
と
き
、「
言
葉
」の
網
が
振
り

か
ざ
さ
れ
る
。希
代
の
多
言
語
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友
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友
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Ａ
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Ａ
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作
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▼共喰い／田中慎弥／集英

社▼母さんの「あおいくま」

／コロッケ／新潮社▼華竜

の宮／上田早夕里／早川書

房▼初心者でもつくれるプ

レミアム料理／ＮＨＫ出版

▼モナ／中西モナ／日経Ｂ

Ｐ社▼文明の子／太田光／

楓書店▼ＤＩＹでできる！

憧れの空間作り／学研パブ

リッシング

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00

新着図書から

■休館日
　おはなし会　11:00から

雛
人
形
を
飾
り
ま
し
た

相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

消費生活相談
内容／悪質商法や多重債務
　などの消費者トラブル
※事前に電話で申し込み

毎週
月・水・金曜日
9:00～16:00

消費生活相
談員

産業振興課
産業振興課

　 029‐288‐3111
（内線385）

教育相談 常北公民館毎週月曜日
13:00～17:00

町の教育相
談員

内容／教育に関すること全般
　 029-288-2409
　 soudan@town.shirosato.
lg.jp

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

心配ごと相談
コミュニティセ
ンター城里３階

11日(水)
25日(水)

10:00～12:00

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

蜩
の
記

葉室　麟
祥伝社

道
化
師
の
蝶

円城　塔
講談社
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11 12 14 13 
15 17 16 18 19 2120
22 23 24 25 26 2827

3029

4/1 2 3
8 10 9

5 764

14 13 15 17 16 18 19 
2120 22 23 24 25 26
2827 30 3129

11 12 8 10 976
5/1 2 3 54

■広報しろさと
　規　格　半枠：縦45mm×横85mm、全枠：縦45mm×横173mm　　募集枠数　半枠で４枠／月
　料金（月額）　半枠10,000円　全枠20,000円
■町公式ホームページ
　規　格　縦60ピクセル×横150ピクセル、容量：10KB以下、形式：GIFまたはJPEG　募集枠数　８枠
　料金（月額）　１枠15,000円 
申込方法　指定の申込書に必要事項を記入し、原稿を添えて掲載月の２か月前までにお申し込みください。
申込先・問合せ　総務課（〒311‐4391 城里町大字石塚1428 -25）　　029‐288‐3111（内線211）

「広報しろさと」、 「町公式ホームページ」に掲載する広告を募集しています！



４月生まれの
１才は

人７

納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

町 人口の
３月１日現在

の今月 納税等

人口

男

女

世帯

21,115人

10,227人

10,888人

7,166世帯

人　数

－18

－８

－26

－５

前月比
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４月５日発行

桂小学校卒業式

　小学校の再編のため、昨年４月に開校した常北小学校、桂小学校、七会
小学校では学校再編後初となる卒業式が行わ
れました。
　桂小学校では、記念すべき第１回卒業生38
名に飯村和一校長から卒業証書が手渡されま
した。
　飯村校長は式辞で、「たくさんの方のご協
力でこの桂小学校ができた。学校の統合によ
り、少ない人数ではできなかったことが体験
できたのではないでしょうか。常に感謝の気
持ちを忘れないでほしい。」と述べ、在校生からは桂小学校の最高学年と
してリードしてくれた卒業生に感謝のことばが述べられました。
　また、七会中学校では28名が新たな未来へ向けて旅立ちの日を迎えまし
た。卒業式の後に行われた卒業セレモニーでは、スクリーンに修学旅行や
部活動など３年間に体験した学校行事の写真が映し出され、その写真にま
つわる思い出を卒業生１人ひとりが発表しました。

　３月４日（日）に七会中学校周辺において「春季全国

火災予防運動週間」（３月１日～３月７日）の一環として、

城里町消防団、水戸市消防団、水戸市消防本部、

茨城森林管理署、茨城県防災航空隊から約120人が参

加し、山林火災を想定した合同訓練を行いました。

　訓練では、城里町消防団と水戸市消防団が協力し、

川から七会中学校グラウンド東側まで約700
メートルの距離を12台の消防車がホースをつ

ないで送水する遠距離送水訓練や、茨城森林

管理署職員と協力し、ジェットシューター（背

負い式水のうポンプ）を装着した訓練、県の防

災ヘリによる上空からの放水訓練を行い、協

力体制の強化と技術の向上を図りました。

いつまでも笑顔で明るく
元気なのんちゃんでいて
ね。

父
・
功
さ
ん
　
母
・
明
美
さ
ん

４月６日生まれ

の

ぞ

み

近
澤
　
希
美
ち
ゃ
ん
（
下
赤
沢
）

ご卒業おめでとうございますご卒業おめでとうございますご卒業おめでとうございます

山林火災に備えて

く
ん
（
上
入
野
）

イタズラだ～い好き駿仁
クン　たくましく元気に
育ってね。

父
・
貴
之
さ
ん
　
母
・
優
さ
ん

４月25日生まれ

は

や

と

冨
安
　
駿
仁 

固定資産税 （ １  期 ）

住宅使用料 （４月分）

農集排使用料 （４月分）

下水道使用料 （４月分）

水道使用料 （４月分）

介護保険料 （ １  期 ）

七会中学校卒業式


